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【科目】[ 信号処理 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

石田 等

【授業目標・教育方針】
自然界に存在する信号は全てアナログ信号である。この信号をコンピュータに認識し処理を行わせるにはどのような
処理を行わなければならないかを学ぶ。コンピュータにとって認識可能な信号はディジタル信号である。本講義では
ディジタル信号処理の基礎となる，離散時間信号の取り扱いを丁寧に述べる。次に，周波数解析とシステム解析に言
及しディジタル信号処理の基礎を修得する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
・標本化定理。
・信号波形のスペクトル解析。
・線形システムとインパルス応答を理解する。
・Ｚ変換。
・離散フーリエ変換（ＤＦＴ）。
・高速フーリエ変換（ＦＦＴ）。
・ディジタルフィルタ設計。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：ディジタル信号処理－基礎から応用－：半谷精一浪：コロナ社：4-339-00717
参考書
・「高専学生のためのディジタル信号処理」酒井幸市，コロナ社
・「Ｃ言語によるディジタル信号処理入門」久保田一，大石邦夫，コロナ社

【成績評価方法】
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 信号処理 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ディジタル信号 標本化定理
第 2 回 信号波形 連続周期信号とフーリエ級数展開
第 3 回 信号波形 連続信号とフーリエ変換
第 4 回 信号波形 離散信号と離散時間フーリエ変換
第 5 回 信号波形 離散連続信号と離散フーリエ変換
第 6 回 線形システム解析 線形システム
第 7 回 線形システム解析 たたみ込み
第 8 回 線形システム解析 ｚ変換

伝達関数
第 9 回 線形システム解析 インパルス応答と伝達特性
第 10 回 線形システム 線形システムとたたみ込み
第 11 回 線形システムの

周波数解析
フーリエ変換

第 12 回 線形システムの
周波数解析

高速フーリエ変換

第 13 回 ディジタルフィルタ ＦＩＲフィルタ
ＩＩＲフィルタ

第 14 回 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタの設計
第 15 回 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタの設計
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